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佐竹曙山 写生帖
さ たけしょざん しゃせいちょう

１ 種 別 有形文化財（絵画）

２ 名称及び員数 佐竹曙山 写生帖 ３冊

３ 形 状 紙本着色、絹本着色 画帖装

４ 寸 法 各縦34.0㎝、横26.3㎝

５ 制 作 者 佐竹曙山

６ 制 作 年 代 天明６年（1786）頃

７ 所 在 地 秋田市中通二丁目３番８号 秋田市立千秋美術館

８ 所 有 者 秋田市

９ 説 明

曙山は、第八代秋田藩主佐竹義敦の号である。安永２年（1773）平賀源内を秋田に招
よしあつ

き、これを契機に秋田藩における洋風画の研究が始まったとされる。曙山自ら、家臣の

小田野直武らとともに写実技法の習得に努め、秋田蘭画を代表する画家となった。

三冊の写生帖は、それぞれに虫、鳥、植物の写生図をまとめたもので、博物画帖とし

ての性格がある。第一冊の虫類図譜は、曙山の命により、家臣で画家である田代忠国に

よって天明６年にまとめられており、他の二冊についても余り時期を隔てずに成立した

ものと思われる。第三冊には、曙山が安永７年に著した、日本初の西洋画論である「画

法綱領」と「画図理解」が記されており、写実絵画を重視する曙山の所信が述べられて
が と

いる。写生図の制作には小田野直武らがあたったとみられ、曙山は本写生帖を企画した

ものと考えられる。

秋田蘭画には、いくつかの写生図を手本にして画面を構成している作品がある。曙山

の代表作「松に唐鳥図」（重要文化財）の唐鳥や「竹に文鳥図」の文鳥も本写生帖に描か

れている。これらの写生図は、陰影法を加え精密に写されており、その写実的描写が特

筆され美術的価値が高い。また、清らかさと高い気品をもつ諸名作を構成する写生図が

収められていることなどから、秋田蘭画の研究にとって重要である。
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